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こ
の
懇
話
会
は
、
区
長
、
町
関

係
団
体
の
役
職
員
、
学
識
経
験
者
、

商
工
会
、
国
母
・
釜
無
工
業
団
地

工
業
会
の
代
表
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
ず
、
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
た

後
、
町
長
が
「
前
回
の
懇
話
会
に

お
い
て
、
み
な
さ
ま
の
ご
意
見
を

聞
い
た
中
で
、
任
意
の
合
併
協
議

会
を
設
置
し
、
協
議
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
今
日
、
合
併
協

議
の
審
議
内
容
の
説
明
が
あ
り
ま

す
。
合
併
問
題
は
、
非
常
に
難
し

い
問
題
で
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
意

見
を
聞
い
て
考
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
。」
と
あ
い
さ
つ
。

　

役
員
に
は
、
会
長
に
区
長
会
長

の
樋
口
敏
夫
様
、
副
会
長
に
は
商

工
会
会
長
の
薬
袋
常
三
様
が
選
出

さ
れ
、
町
会
議
員
の
み
な
さ
ま
が

顧
問
と
な
り
ま
し
た
。

　

事
務
局
よ
り
、
懇
話
会
及
び
協

議
会
の
経
過
報
告
と
第
２
回
合
併

協
議
会
の
審
議
結
果
の
説
明
を
い

た
し
ま
し
た
。
意
見
交
換
で
は
「
合

併
の
形
と
し
て
は
対
等
合
併
な
の

か
、
編
入
合
併
か
」「
６
月
に
住

民
説
明
会
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
前
に
も
地
区
説
明
会
ま
た
は

勉
強
会
を
し
て
く
れ
な
い
か
」
な

ど
質
問
や
要
望
が
だ
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
回
の
懇
話
会
は
、
２
月
下
旬

に
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

農
地
を
住
宅
や
倉
庫
、
駐
車
場

や
資
材
置
き
場
な
ど
農
業
以
外
の

目
的
に
転
換
す
る
こ
と
で
す
。
ま

た
、
農
地
を
一
時
的
に
資
材
置
き

場
な
ど
に
す
る
場
合
も
転
用
許
可

（
届
出
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

農
地
は
、
わ
た
し
た
ち
の
生
存

に
欠
か
せ
な
い
食
料
の
安
定
供
給

の
た
め
の
生
活
基
盤
で
す
。
特
に
、

耕
地
面
積
が
狭
く
、
人
口
が
多
い

日
本
は
食
料
自
給
率
も
低
く
、
農

地
を
大
切
に
守
っ
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
農
地
の

転
用
に
は
農
地
法
で
一
定
の
規
制

が
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

全
て
の
農
地
が
転
用
許
可
（
届

出
）
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
地
目
が

「
田
」・「
畑
」
で
あ
れ
ば
、
耕
作
さ

れ
て
い
な
く
て
も
農
地
と
し
て
活

用
で
き
る
状
態
で
あ
れ
ば
、
農
地

と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。

　

農
地
は
、
都
市
計
画
法
と
農
業

振
興
地
域
整
備
法
に
よ
り
次
の
よ

う
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

　

市
街
化
区
域
内
に
お
い
て
、
農

地
転
用
す
る
場
合
は
、
転
用
目
的

を
記
し
た
届
出
書
を
町
農
業
委
員

会
へ
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
提
出
の
あ
っ
た
書
類
は
、
内

容
を
確
認
の
う
え
、
地
元
農
業
委

員
に
調
査
依
頼
し
、
地
元
農
業
委

員
の
意
見
を
聴
取
し
て
、
内
容
に

問
題
が
な
け
れ
ば
受
理
通
知
書
を

交
付
し
ま
す
。
こ
の
通
知
書
に
よ
っ

て
初
め
て
工
事
に
着
手
で
き
ま
す
。

　

届
出
を
行
わ
な
い
で
転
用
し
た

行
為
は
無
断
転
用
と
な
り
、
農
地

等
の
権
利
取
得
の
効
力
が
生
じ
な

い
だ
け
で
な
く
、
農
地
法
の
罰
則

の
適
用
が
あ
り
ま
す
。

　

市
街
化
調
整
区
域
内
に
お
い
て
、

農
地
転
用
す
る
場
合
は
、
県
知
事

の
認
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

認
可
申
請
書
を
町
農
業
委
員
会
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
さ
れ

た
申
請
書
は
農
業
委
員
会
で
審
議

さ
れ
、
農
業
委
員
会
の
意
見
を
附

し
て
県
知
事
に
進
達
し
ま
す
。
県

に
お
い
て
も
審
議
さ
れ
、
問
題
の

な
い
も
の
に
つ
い
て
は
農
地
転
用

許
可
書
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
造
成

工
事
に
つ
い
て
は
、
認
可
後
に
着

手
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

農
地
の
売
買
・
貸
借
・
転
用
を

行
う
場
合
は
、
事
前
に
農
業
委
員
、

ま
た
は
役
場
産
業
課
内
農
業
委
員

会
事
務
局
（
☎
２
７
５―

２
１
１
１

内
線
２
４
３
・
２
４
４
）
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
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町
で
は
、
町
職
員
の
給
料
な
ど
の
実
態
を
町
民
の
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
職
員
給
与
な
ど
の
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

　

町
職
員
の
給
与
は
、
職
務
と
責
任
に
応
ず
る
こ
と
・
国
、
県
、
他
市
町
村
の
職
員

な
ど
の
給
与
と
つ
り
あ
い
が
と
れ
て
い
る
こ
と
・
職
員
の
生
計
費
の
こ
と
を
考
慮
す

る
こ
と
な
ど
、「
地
方
公
務
員
法
」
の
原
則
を
も
と
に
決
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
町
職

員
の
給
与
は
、
町
議
会
の
審
議
を
経
て
、
町
の
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（平成 14年度一般会計決算額）

（平成 14年度一般会計決算額）

（平成15年 4月 1日現在）

（平成15年 4月 1日現在）

＊人件費には、特別職に支給される給料・報酬なども含まれています。

＊職員手当には、退職手当は含まれません。

（平成 15年 4月 1日現在　一般行政職：対象 81人）

（地方公共団体定員管理調査による）

（平成15年 4月 1日現在）
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日
本
国
内
だ
け
で
も
流
通
し
て

い
る
化
学
物
質
は
約
５
万
種
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

化
学
物
質
の
中
に
は
急
性
毒
性
や

発
が
ん
性
な
ど
人
の
健
康
に
有
害

な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る

も
の
も
あ
り
ま
す
。
な
か
で
も
気

に
な
る
の
が
、
微
量
で
も
内
分
泌

系
（
ホ
ル
モ
ン
）
に
影
響
を
及
ぼ
し
、

生
体
に
障
害
や
異
常
を
引
き
起
こ

す
外
因
性
の
化
学
物
質
の
存
在
で

す
。
こ
れ
ら
は
内
分
泌
撹
乱
化
学

物
質
（
い
わ
ゆ
る
環
境
ホ
ル
モ
ン
）

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

環
境
省
（
当
時
＝
環
境
庁
）

は
、
１
９
９
８
年
に
「
環
境
ホ
ル

モ
ン
戦
略
計
画
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
98
」

で
、
内
分
泌
作
用
を
有
す
る
と
疑

わ
れ
る
65
種
の
化
学
物
質
を
リ
ス

ト
化
し
、
人
の
健
康
や
生
態
系
へ

の
影
響
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
有

害
性
評
価
結
果
を
公
表
し
て
い
ま

す
。
そ
の
な
か
で
イ
ボ
ニ
シ
貝
や

ア
ワ
ビ
を
使
っ
た
実
験
で
、
有
機
ス

ズ
化
合
物
に
よ
り
生
殖
異
常
が
起

こ
る
こ
と
、
ま
た
、
メ
ダ
カ
を
使
っ

た
実
験
で
は
ノ
ニ
ル
フ
ェ
ノ
ー
ル

に
内
分
泌
撹
乱
作
用
が
あ
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
環
境
ホ

ル
モ
ン
の
一
つ
で
あ
る
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
も
、
生
物
の
甲
状
腺
や
生
殖

器
官
へ
の
影
響
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
ち
な
み
に
有
機
ス
ズ
化
合

物
は
付
着
生
物
の
防
汚
剤
と
し
て

船
底
塗
料
や
魚
網
に
使
用
さ
れ
た

化
学
物
質
、
ノ
ニ
ル
フ
ェ
ノ
ー
ル

は
工
業
用
合
成
洗
剤
の
分
解
生
成

物
で
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
は
主
に
廃

棄
物
焼
却
炉
で
生
成
す
る
化
学
物

質
で
す
。

　

現
在
、
考
え
ら
れ
て
い
る
人
へ

の
影
響
と
し
て
は
、
精
子
数
減
少
、

生
殖
器
異
常
、
精
巣
腫
瘍
、
乳
が
ん
、

子
宮
内
膜
症
の
増
加
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
、
人
が
環
境
ホ
ル

モ
ン
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
量
が
た

と
え
微
量
で
あ
っ
て
も
、
作
用
す

る
時
期
が
胎
児
期
・
乳
児
期
で
あ

　

ア
レ
ル
ギ
ー
性
疾
患
の
判
断
に

大
き
く
貢
献
し
た
と
さ
れ
る
ア
レ

ル
ギ
ー
抗
体
「IgE
抗
体
」
を
発
見

し
た
石
坂
公
成
博
士
・
照
子
夫
妻

が
、
米
国
の
ア
レ
ル
ギ
ー
学
会
で

初
め
てIgE

抗
体
に
つ
い
て
の
発
表

を
行
っ
た
日
が
、
１
９
６
６
（
昭
和

41
）
年
の
２
月
20
日
で
し
た
。
こ
れ

を
記
念
し
て
、
財
団
法
人
日
本
ア

レ
ル
ギ
ー
協
会
（Japan A

llergy 

Foundation

）
が
、
１
９
９
４
年

に
制
定
し
ま
し
た
。
同
協
会
本
部

や
全
国
の
支
部
で
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー

の
日
を
挟
ん
だ
１
週
間
を
『
ア
レ

ル
ギ
ー
週
間
』
と
し
て
、
各
種
啓

発
活
動
な
ど
の
行
事
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

わ
が
国
の
ア
レ
ル
ギ
ー
患
者
は

国
民
の
30
％
を
超
え
る
と
推
定
さ

れ
、
そ
の
割
合
は
年
々
増
加
傾
向

に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
生

活
環
境
の
変
化
に
と
も
な
い
、
ア

レ
ル
ギ
ー
が
私
た
ち
の
暮
ら
し
に

及
ぼ
す
影
響
も
大
き
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。

　

人
間
の
体
に
は
、
体
に
と
っ
て

異
物
な
も
の
（
抗
原
）
が
体
内
に

入
っ
た
と
き
、
そ
れ
に
対
抗
す
る

物
質
（
抗
体
）
を
つ
く
っ
て
抗
原

を
排
除
す
る
シ
ス
テ
ム
が
備
わ
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
免
疫
反
応
と

呼
ん
で
い
ま
す
が
、
時
に
異
常
な

反
応
が
起
き
て
生
態
に
と
っ
て
不

利
益
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
が
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
で
す
。

ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
に
は
鼻
水
や
涙

目
、
喘ぜ
ん
そ
く息

、
発
疹
、
か
ゆ
み
、
じ

ん
麻
疹
な
ど
を
伴
う
場
合
が
多
く
、

代
表
的
な
病
気
、
症
状
と
し
て
は
、

気
管
支
喘
息
や
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻

炎
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
、
花
粉

症
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ア

レ
ル
ギ
ー
の
原
因
と
な
る
物
質
を

「
ア
レ
ル
ゲ
ン
」
と
い
い
、
花
粉
、

カ
ビ
な
ど
の
ほ
か
、
ダ
ニ
の
死
骸
、

ホ
コ
リ
、
金
属
な
ど
も
ア
レ
ル
ギ
ー

を
起
こ
す
要
因
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

花
粉
症
の
症
状
が
あ
る
人
に

と
っ
て
は
、
間
も
な
く
つ
ら
い
季

節
が
や
っ
て
来
ま
す
。
花
粉
症
を

克
服
す
る
に
は
、「
医
師
に
診
て
も

ら
う
」
ほ
か
、
マ
ス
ク
や
メ
ガ
ネ

を
か
け
る
な
ど
「
生
活
の
中
で
花

粉
症
を
重
く
し
な
い
工
夫
を
す
る
」

こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

れ
ば
、
そ
の
影
響
が
成
人
に
な
っ

て
現
れ
て
く
る
継
世
代
的
障
害
も

心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は

内
分
泌
系
だ
け
で
な
く
、
免
疫
系
・

神
経
系
の
障
害
や
異
常
を
引
き
起

こ
す
可
能
性
も
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
や
環
境
ホ
ル
モ

ン
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
有
害
な
化
学

物
質
が
人
体
か
ら
検
出
さ
れ
て
き

て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
化
学
物
質
を

取
り
込
む
主
な
経
路
は
食
物
で
す
。

難
分
解
性
で
残
留
性
の
高
い
化
学

物
質
は
、
食
物
連
鎖
に
よ
る
生
物

濃
縮
を
経
て
、
人
の
体
内
に
入
り

ま
す
。
20
世
紀
後
半
か
ら
の
急
速

な
化
学
工
業
の
発
展
は
、
私
た
ち

の
生
活
を
豊
か
に
し
、
化
学
物
質

は
生
活
の
質
の
向
上
に
欠
か
せ
な

い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
そ
の
一
方
で
、
環
境
中
の
微
量

の
化
学
物
質
が
内
分
泌
系
な
ど
人

の
健
康
に
有
害
な
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
は
非
常
に
気
に
な
り
ま
す
。

　
　

企
画　

財
団
法
人　

里
仁
会

，
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　2月 4日（水）
　　　午後 1時 30分～ 4時
　町長室

※あらかじめ まで
　ご連絡ください。
　 ☎

　4日・18日・25日の毎週
　　　水曜日
　　　午後 1時 30分～ 4時
　社会福祉協議会

※あらかじめ
　までご連絡ください。
　 ☎

　2月 18日（水）
　　　午後 1時～ 3時
　町中央公民館 2階

　
※直接会場へおこしください。
　お問い合わせは

まで
　 ☎

　随時
　　　（金・土・日曜日は除く）

午前 9時～午後 4時
　町中央公民館２階

※直接会場へおこしください。
　お問い合わせは、

まで
　 ☎

　月～金曜日は受付のみ
　　　第 2・第 4土曜日
　　　月～金曜日は
　　　午前8時30分～午後5時
　　　第 2・第 4土曜日は
　　　午後1時30分～4時

　町総合会館 2階相談室
　
※直接会場へおこしください。
　お問い合わせは、

まで
　 ☎

　2月 20日（金）
　町総合会館裏
　午後 1時～

☎

☎

15 　 　
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　谷川　俊太郎・中川　素子　　　　平凡社

　宮本　雅史　　　　　　　　　　角川書店

　　　　　　　　　　　　　　　共同文化社

　横田　早紀江　　　　　いのちのことば社

　日野原　重明・乙武　洋匡　中央法規出版

　あまん　きみこ　　　　　　　　ポプラ社

　上条　さなえ　　　　　　　　　　汐文社

　のろ　さかん　　　河合楽器製作所出版部

　穂高　順也　　　　　　　　　　　講談社

　池内　俊雄　　　　　　　　　　ポプラ社

☎

　恩給欠格者、引揚者の方を対象に、内閣総理大臣名の書状な
どを贈呈しています。

◆ 　①旧軍人軍属で恩給などを受けていない、いわ
　　　　　　　ゆる恩給欠格者の方
　　　　　　②恩給欠格者の方が請求を行うことなく亡くな
　　　　　　　られた場合、そのご遺族の方
　　　　　　③終戦に伴い、本邦以外の地域から引揚げて来
　　　　　　　られた方

◆ 　平成 17年 3月 31日
　　　　　　（①については、当分の間受付けます。）

◆ 　役場福祉介護課（町総合会館内）にあります。

　独立行政法人平和祈念事業特別基金
　　 　 　　（☎ 0120-234-933）
　　 　 　　＊請求にあたっては、事前に県国保援護課まで
　　　　　　　ご相談ください。

◆ 　県国保援護課（☎ 223-1454　℻223-1468）
　　　　　　役場福祉介護課　長寿社会係
　　　　　　（☎ 275-2111 内線 248・249）
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　土地区画整理及び地区計画の事業実施に向けて作業を進
めていますが、本年は土地区画整理組合の設立を目指して
推進を行っています。
　その目的のため、昨年 12 月 10 日に行われた飯喰、河
西、（村西）地区土地区画整理組合準備委員会と飯喰、河西、
上河東地区土地区画整理組合準備委員会の合同の委員会に
おいて、常永地区土地区画整理組合準備委員会として新た
に区画整理の準備委員会が統合編成されました。また、地
区計画を推進する目的で地区計画の準備委員会も合わせて
編成されました。
　両委員会とも旧役員を再編し、新たに事業推進のため活
動を行っていきます。
　以下にその正副会長を紹介します。

　　☎

会　長　　萩 原 　 馨（河 西）
副会長　　小 澤 　 馨（飯 喰）
副会長　　堀内　正美（飯 喰）
副会長　　五味　美治（河 西）
副会長　　五 味 　 昭（河 西）
副会長　　石 原 　 昭（河 西）
副会長　　武井　正征（上 河 東）
副会長　　伊藤　美義（上 河 東）
副会長　　河西　秀吏（西 条）
副会長　　長沼　悦藏（南アルプス市）

　多くの人々が住み、働き、憩うためには、そこに住む人々
が安全で、快適で、機能的な環境でなければなりません。
都市計画は、このような都市づくりを計画的に誘導し、秩
序ある住みよい街をつくるために行う事業です。
　その施設の道路として計画されるのが、都市計画道路で
す。この道路は、幹線道路として、都市の交通を円滑に処
理し通学路の確保、防災空間としての緊急災害時における
避難や輸送といった役割を担っています。
　そのため、地区内の区画道路は土地利用に応じて計画し
ますが、骨格となる都市計画道路は昭和町の都市計画マス
タープランに沿って計画することとなります。常永小学校
周辺では、南北と東西に 2路線が計画されており、その現
在計画している位置を紹介します。

●

▲

▲

　土地区画整理の事業認
可へ向けた推進の中で、
地権者約 240 名を対象に
この事業に同意いただけ
る方を確認した昨年の 12
月下旬までの状況です。
　なお、組合設立のため
には、その状況に応じた
同意書を今後取得してい
きます。
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国保被保険者　　加入世帯　2,841 世帯　　　被保険者　5,984 人　　　　平成 15年 12月末現在
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　3月 6日（土）　午後 2時～午後 4時
　山梨大学医学部（玉穂キャンパス）

　　　　臨床講義棟　大講堂
　県内医療機関に勤務する、それぞれの領域における

　　　　アレルギー専門の先生が、一般の方を対象にしたわ
　　　　かりやすい講義を行います。その後、会場からの質
　　　　問にもお答えします。
　　　　「気管支喘息について」「眼科領域のアレルギー疾患
　　　　について」「小児気管支喘息について」「花粉症につ
　　　　いて」「アトピー性皮膚炎について」

　無料
　不要
　山梨大学医学部耳鼻咽喉科学教室

　　　　（☎ 273-6769　℻273-9670）

　「議会を傍聴したいけど、仕事があって行けない…。」など、
このような町民のみなさんの声にこたえ、議員活動への理解
と町政に関心を持っていただくために、町民のみなさんが傍
聴しやすい土曜日に議会を開催します。

　3月６日（土）　午後１時～
　役場 2階　議場（傍聴席は 36席です。）
　3月定例議会『一般質問』の傍聴ができます。
　町議会事務局（☎ 275-2111　内線 270）

　県では、障害をもつ人が自立と社会参加を勧められるよう
に、みなさんから使わなくなったパソコンなどをお譲りいた
だき、在宅の障害をもつ人に無償で提供しています。
　買い換えなどで使わなくなったパソコンやプリンターなど
がありましたら、ぜひご連絡ください。

　県障害者社会参加推進センター（☎252-0100　℻251-3344）
　　　　県障害福祉課（☎ 223-1461　℻223-1464）

　ダンスというよりゲーム。ゲームというよりドラマ。多彩
なルール、そしてフェイク。一度試したら病みつきになりそ
うなスリル。そして興奮。それがＵＳＡで大人気のスクエア
ダンスです。夫婦でカップルで、もちろんお一人様でも大歓
迎。コーラーとダンサー達が織りなす筋書きのないドラマに
参加しませんか？

　3月 12日（金）・19日（金）
　　　　午後 7時～ 9時 30分

　甲府市総合市民会館　格技場（上履き持参）
　甲府クリスタルスクエアーズ

　　　　奥平（☎ 226-2713）、広瀬（☎ 233-7188）
　　　　年齢、男女は問いません。

　町では、障害者のみなさんが軽スポーツを通
じて交流を深めていただけるようスポーツ交流
会を開催します。

　3月 6日（土）
　　　　　午前 9時 30分～ 11時 30分

　町総合体育館
　誰でもできる軽スポーツ
　・役場福祉介護課　障害福祉係

　　　　　　（☎ 275-2111　内線 247）
　 　 　　・地区の障害者福祉会理事さんでも結構です。

　3月 1日（月）までにお願いします。

　平成 15 年度山梨大学医学会主催公開シンポジウム、及び
公開講演会を開催いたします。学外の方々も奮ってご参加く
ださいますようご案内申し上げます。

　 　2月 27日（金）　午後 3～ 5時

　　　山梨大学医学部整形外科学　助教授　中島　育昌先生

　　　山 梨 大 学 産 婦 人 科 学　医　員　大森真紀子先生

　　　山梨大学医学部看護学科　教　授　中村美知子先生

　 　2月27日（金）　午後5時～6時

　　講師　矢澤　一良先生
　　（東京海洋大学大学院　水産学研究科　ヘルスフード科学寄附講座）

　山梨大学医学部　臨床講堂大講義室（入場無料）
　山梨大学医学学会事務局（山梨大学医学部整形外科学教室内）

　　　　（玉穂町下河東 1110 番地　☎ 273-6768）
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件　数 負傷 死者

物損 73件
（＋ 0）
人身 31件
（＋ 1）

40 人

（－ 2）

0人

（± 0）

（　）内は、前月比
（西条・押原駐在所調べ）

交通安全期間以外も
安全運転です！！

　町が医療機関などに支払っ
た11月分の医療費は、約5,014
万 4 千円です。（前年同月比
18.1% の増）病気の予防は、
早期発見、早期治療が大切で
す。むやみな転医はつつしみ、

医療費を大切
に使いましょ
う。

INFORMATION CORNER

　2月5日（木）～13日（金）　午前9時～午後5時
　　　　　（郵送の場合は、2月 13 日までの消印があるも
　　　　　のに限り受付ます。）

　三郡衛生組合事務局
　事務職員（三郡衛生組合新火葬場管理運営及び事務）
　2名
　＊昭和 44年 4月 2日から昭和 61年 4月 1日ま

　　　　　　でに生まれた者（高等学校卒業以上の資格取得
　　　　　　を有する者）
　　　　　＊三郡衛生組合 1市 7町在住者
　　　　　　（南アルプス・昭和・田富・玉穂・三珠・市川大門・
　　　　　　鰍沢・増穂）

　2月 25日（水）
　論述試験（90分）、口述試験（約 20分）
　3月中旬を予定しています。
　三郡衛生組合事務局

　　　　　（〒 400-0412　南アルプス市東南湖 1070
　　　　　☎ 284-0432）

　押原・西条・常永の町内三児童館にある留守家庭児童学級
の入級者を募集しています。留守家庭児童学級は、就労や疾
病のため保護者が留守をしているご家庭の児童を対象に開設
されている学級です。
　

　①小学 1～ 3年生　②両親就労（共働き）家庭
　③母子・父子家庭　④昼間保護者のいない家庭

　1児童館につき 50人
月～金曜日
　午後 1時～ 5時
　無料
　新 1年生は 2月 20日（金）

　　　　新 2・3年生は 3月 5日（金）

　押原児童館（☎ 275-6462）　西条児童館（☎ 275-9616）
　常永児童館（☎ 275-0358）

　3月 9日・11日・16日・18日・23日・25日
　　　　（火・木曜日　計 6回）
　　　　午後 8時～ 9時 30分

　町総合体育館　武道場
　20名程度（予定）
　町教育委員会　生涯学習課　生涯スポーツ係

　　　　（☎ 275-3737）

　デジタルカメラからの画像処理やインターネットからの画
像処理、スキャナーからの画像処理と電子メールの送受信等
について学ぶＰＣ教室です。
　マウスやキーボード操作ができる方対象の中級教室です。

　2月 23日（月）・26日（木）、3月 1日（月）・4日
　　　　（木）・8日（月）・11日（木）・15日（月）・18日（木）
　　　　の計 8回
　　　　午後 7時 30分～ 9時 30分

　押原中学校ＰＣ教室
　1,500 円（テキスト代等）
　渡辺　宣 氏（e-Note 社代表）
　30名（定員になり次第締め切ります。）
　2月 2日（月）から電話にて受付を開始します。
　町教育委員会　生涯学習課　生涯学習係

　　　　（☎ 275-3737）

25 　 　



⻆野　遥菜ちゃん
●Ｈ14. 4. 1 生（西条一区）

（父）晴重さん　（母）京子さん

☎

金丸　優奈ちゃん
●Ｈ14. 4.16 生（西条二区）

（父）武士さん　（母）みどりさん

　

☎

16,107 人（＋ 13）
8,284 人（＋   7）
7,823 人（＋   6）
6,219 戸（＋ 12）

Ⓐ

Ⓐ

Ⓐ
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